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小児インフルエンザ
予防接種費用助成
期間：１月３１日（金）まで
対象：生後６か月以上１３歳未満
回数：期間内に１人２回まで
助成費用：２,０００円 ※
持ち物：健康保険証、母子健康手帳
接種医療機関 : 市内のみ（詳しくは
市ホームページをご覧ください）

※各医療機関が定めた接種費用か
ら、1 回あたり 2,000 円を差し引
いた金額を医療機関窓口でお支払い
ください。

編集・発行／ 武蔵村山市教育委員会〒208－8501 武蔵村山市本町1- 1- 1　TEL 042-565-1111　◆問合せ先◆教育総務課 市役所内線424

むさしむらやま教育

１１月５日（火）、不要になった中学校制服を必要とする家庭へ
引き継いでいく “制服バンク ” の取組に、クリーニングやクー
ポン配布によりご支援いただいた市内支援企業の皆様に感謝状
を贈呈しました。

脱 炭 素
第
三
中
学
校

ま
ち
づ
く
り

カ
レ
ッ
ジ

第三中学校では昨年度より、まちづくり学習として「ゼロカーボン」について研究してきました。１０
月１日には、（株）JTB の協力の下、第三学年を対象に「脱炭素まちづくりカレッジ」という特別授
業を行いました。カードゲームを活用した楽しい学びを通じ、“脱炭素 ”へ向けた取組をジブンゴト
化して考える様子が見られました。振り返りの時間では、「自分は今日からこんなことを意識して過
ごす」というたくさんの前向きな意見が出て、ゼロカーボンシティへ向け一歩前進しました。

感謝状を贈呈しました

右より、株式会社天乃屋 様、株式会社武蔵ブライダルズ 様、教育長、
株式会社文明堂東京 様、イオンモール株式会社イオンモールむさし村山 様保健相談センター☎ 042-565-9315

まだ間に合う

HP 1020578
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教
育
長
職
務
代
理
者
　
大
野
　
順
布

新
春
の
お
慶

び
を
申
し
上
げ

ま
す
。

本
市
で
は
、

小
中
学
生
を
対

象
に
「
ま
ち
づ

く
り
学
習
」
を
進
め
て
い
ま
す
。
武
蔵
村

山
市
の
こ
と
を
知
り
、
将
来
の
ま
ち
づ
く

り
を
考
え
展
望
す
る
こ
と
で
、
郷
土
愛
を

育
む
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

市
内
を
モ
ノ
レ
ー
ル
が
走
る
こ
ろ
、
い

ま
の
子
供
た
ち
が
武
蔵
村
山
愛
を
胸
に
社

会
で
活
躍
し
て
い
る
姿
に
思
い
を
馳
せ
、

本
年
も
教
育
環
境
の
充
実
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

教
育
委
員
　
杉
原
　
栄
子

新
春
の
お
慶

び
を
申
し
上
げ

ま
す
。

子
供
の
頃
に

抱
い
た
夢
は
、

完
全
に
そ
の
と

お
り
で
は
な
く
て
も
実
現
し
て
い
く
よ
う

に
思
い
ま
す
。
今
は
ま
だ
漠
然
と
し
た
願

い
や
夢
で
あ
っ
て
も
、
大
切
に
育
て
て
欲

し
い
と
思
い
ま
す
。
子
供
時
代
の
つ
ま
ず

き
や
成
功
・
失
敗
な
ど
の
体
験
は
、
新
た

な
気
付
き
や
自
信
を
与
え
、
貴
重
な
糧
と

な
り
ま
す
。

未
来
を
担
う
子
供
た
ち
が
夢
を
も
っ
て

学
び
続
け
る
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
地
域

の
皆
様
と
共
に
見
守
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

教
育
委
員
　
潮
　
美
和

新
春
の
お
慶

び
を
申
し
上
げ

ま
す
。

本
市
の
小
・

中
学
校
で
は
昨

年
度
よ
り
「
ま

ち
づ
く
り
学
習
」
と
し
て
様
々
な
取
り
組

み
を
行
っ
て
お
り
、
今
年
度
は
市
長
へ
の

報
告
を
は
じ
め
、
市
内
外
で
Ｐ
Ｒ
活
動
な

ど
に
励
ん
で
い
ま
す
。
そ
ん
な
子
供
た
ち

の
頑
張
り
を
多
く
の
方
々
に
知
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
先
生
方
、
地
域
の
方
の
声

を
聞
き
な
が
ら
本
年
も
教
育
活
動
を
見

守
っ
て
い
く
所
存
で
す
。

教
育
委
員
　
比
留
間
　
雅
和新

年
の
お
慶

び
を
申
し
上
げ

ま
す
。

昨
年
、
学
校

訪
問
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
時

の
こ
と
で
す
。
各
校
の
先
生
方
は
子
供
た

ち
の
成
長
の
た
め
に
様
々
な
工
夫
と
努
力

を
し
、
子
供
た
ち
は
落
ち
着
い
た
雰
囲
気

の
中
で
真
剣
に
学
習
に
取
り
組
ん
で
お
り

ま
し
た
。

そ
の
姿
を
見
て
、
私
自
身
が
大
人
と
し

て
子
供
た
ち
の
手
本
と
な
る
よ
う
、
日
々

を
過
ご
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
改
め

て
肝
に
銘
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

武蔵村山市の子供たちのために　～教育委員の抱負～

新
年
の
ご
挨
拶

�
武
蔵
村
山
市
教
育
長
　
池
谷
　
光
二

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
は
健
や
か
に
新
年
を
お
迎

え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。作

家
の
田
辺
聖
子
さ
ん
は
、
生

前
、
あ
る
取
材
に
「
社
会
が
お
か
し

く
な
っ
た
原
因
、
そ
れ
は
い
い
加
減

な
大
人
が
ふ
え
て
し
も
う
た
か
ら

や
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

子
供
を
育
て
る
と
い
う
こ
と
は
、

私
た
ち
大
人
に
と
っ
て
最
も
大
事
な

仕
事
で
す
。
社
会
全
体
が
、
家
庭
や

社
会
、
そ
の
他
ど
の
場
所
も
「
も
う

一
つ
の
学
校
だ
」
と
い
う
こ
と
を
忘

れ
て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

以
前
、
テ
レ
ビ
の
番
組
の
中
で
、

俳
優
の
哀
川
翔
さ
ん
が
、
子
育
て
を

す
る
中
で
大
切
に
し
て
い
た
言
葉
が

「
ご
み
を
ま
た
ぐ
な
」
だ
と
い
う
こ

と
を
話
し
て
い
ま
し
た
。
私
の
心
の

中
に
深
く
残
り
ま
し
た
。

「
ゴ
ミ
を
拾
っ
て
キ
レ
イ
に
し
ま

し
ょ
う
」
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、

ゴ
ミ
が
落
ち
て
い
る
の
を
認
知
し
て

い
る
の
に
、
そ
れ
に
対
処
し
て
い
な

教育委員に杉原栄子氏が再任
１０月１日付で杉原栄子氏が教育委員に再任されました。
なお、教育委員会の構成は次のとおりです。

職　名 氏　名 任　　　期

教育長 池谷　光二 自 令和６年４月１日
至 令和９年３月３１日

教育長
職務代理者 大野　順布 自 令和６年１月１日

至 令和９年１２月３１日

教育委員 杉原　栄子 自 令和６年１０月１日
至 令和１０年９月３０日

教育委員 比留間雅和 自 令和３年１０月１日
至 令和７年９月３０日

教育委員 潮　美和 自 令和４年１０月１日
至 令和８年９月３０日

い
こ
と
が
よ
く
な
い
と
い
う
こ
と
で

す
。要

す
る
に
、「
ゴ
ミ
を
見
か
け
た

ら
素
通
り
す
る
な
、
拾
い
な
さ
い
」

と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。
自
分
の
落

と
し
た
も
の
で
は
な
い
か
ら
と
い
う

気
持
ち
で
、
下
に
落
ち
て
い
る
ゴ
ミ

を
拾
わ
ず
に
通
過
し
て
し
ま
う
、
日

常
生
活
の
中
で
は
あ
り
が
ち
な
光
景

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

「
ご
み
を
ま
た
が
な
い
」、
私
た
ち

大
人
が
、
社
会
と
い
う
「
も
う
一
つ

の
学
校
」
で
、
子
供
た
ち
に
是
非
教

え
な
く
て
は
な
ら
な
い
大
切
な
こ
と

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。



～
全
員
の
声
を
一
つ
に
～

一
歌
入
魂

二小
ブラスバンド部

八小
バトンクラブ

十小
吹奏楽クラブ

五中
吹奏楽部

都立武蔵村山高校
吹奏楽部

武蔵村山ウインド
アンサンブル
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煌煌
き ら め けき ら め け

～未来へつなぐ最高の～未来へつなぐ最高の音音
メ ロ デ ィメ ロ デ ィ

色色～～

１１月２日（土）、二小ブラスバンド部、八小バトンクラブ、十小吹奏楽クラブ、五中吹奏楽部に加
え、都立武蔵村山高校吹奏楽部、武蔵村山ウインドアンサンブルの皆さんにもご参加いただき、演
技、演奏をみんなで楽しみました。ご来賓の方々、保護者、地域の皆様をはじめ、たくさんの方々
でいっぱいになった体育館に素敵な音楽が響き渡りました。

大南学園第四中学校
１０月２４日（木）市民会館（さくらホール）大ホー

ルにて、合唱コンクールを開催しました。
当日は、各学年、各クラスの生徒の力強い元気な

歌声の合唱発表と、今年は第七小学校６年生の素晴
らしい歌と演奏、本校有志生徒による合唱、本校吹
奏楽部演奏の披露があり、行事を彩りました。

実行委員の生徒の頑張りもあり、大成功ならぬ
「大成響」のコンクールとなりました。

村山学園
１０月２６日（土）、小学部６年生から中学部９年生、S 組、E

組が合唱（S 組は合奏）を発表しました。一学期から実行委
員会を立ち上げ、委員が中心となって取り組み、当日は、司
会・進行の全てを実行委員がこなし、大成功となりました。

スローガンのとおり、全員の声が一つになった素晴らしい
合唱コンクールでした。

９年生の合唱の様子
成功に向けて頑張った実行委員

NO MUSIC NO LIFENO MUSIC NO LIFENO MUSIC NO LIFENO MUSIC NO LIFE
五中校区学校運営協議会

五中校区恒例の「みんなの音楽会」は、五中
校区学運協が主催し、コロナ禍の中断はあっ
たものの、毎年行っている行事です。

み ん な の 音 楽 会
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大南学園第七小学校　校長　川口 周作

雷塚小学校　校長　髙瀬 隆太郎

第三中学校　校長　飯星 健司

第五中学校　校長　榎戸 千代子

第十小学校　校長　今井 一馬

第一中学校　校長　島田 治

大南学園第四中学校　校長　福泉 宏介

の取組を紹介しますの取組を紹介します
市立学校では、施設一体型、施 設隣接型、施設分離型による

今年度各校が行った特色ある学校 づくりの取組を紹介します。
各校区がそれぞれの特長を生かし、強い連携と豊か な高め合いのもと、教育活動が展開されています。

いわゆる小中一貫教育の3つの型を展開し ている全国でも稀有な特長をもっています。

「学校２０２０レガシー」の構築及び体力向上の
推進を目標の一つに掲げています。地域と連携
してプロからダンスを学ぶ機会を設けています。

校内発表会に留まらず、有志の生徒がむさむ
らさくらまつりに出演す
るなど学習したことを
様々な場面で生かしてい
ます。

三中校区では「ふれあいフェスティバル」と
して、地域の方々を講師として招き、様々な講
座を開催しています。小・中学生が一緒になっ
て学び、交流を深める機会となっています。

子どもたちは楽しみな
がらも講師のお話に集中
して耳を傾け、取り組ん
でいました。

本校では今年度、来年度の研究指定を受け
て、「生命尊重と思いやりの心をもった生徒の育
成」をテーマに様々な研究に取り組んでいます。

７月１０日（水）には、３年生を対象に「生命
尊重」に関する特別の
教科　道徳の研究授業
を行い、命の大切さに
ついて深く考えること
ができました。

「全校道徳の日」を設定し、道徳価値につい
て学校や家庭で深く考える機会としています。

また、校内研究では、「まちづくり学習」に
取り組んでいます。保護者や地域の方と、連携

協力し、探究的な学習を
通して地域を知り、地域
を大切にする思いを育ん
でいます。

本校は、１コマ４０分、午前中５時間授業の枠
組みの中で、「個別の時間」を軸に、「自立した
学び」の充実に取り組んでいます。個別の時間
では、得意なこと、苦手なこと、興味があるこ

となどを中心に、自分で
学びの計画を立てながら
進めています。生き生き
と学ぶ姿がどんどん広
がっています。

伝統的に「食」に力を入れてきた第七小学校で
は、「食」をテーマにまちづくり学習に取り組ん

でいます。地域で「食」に関わ
る方々の話を聞いたり、実際に
見て体験をしたりしています。
今後は、オリジナルブランドの
提案やＰＲポスターの作成など
を通して、武蔵村山の「食」盛
り上げていきます。

本校では、「生徒が創る行事」として、学校
行事に生徒の実行委員会を組織して取り組んで
います。１０月の合唱コンクールにおいても、実

行委員が話し合いを重
ねながら運営を取り仕
切り、クラスや学年を
まとめ、誰もが達成感
を得られるよう、しっ
かりと活動しています。
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第一小学校　校長　押本 純樹

第三小学校　校長　佐々木 琢 第九小学校　校長　吉成 かおる

第八小学校　校長　牧 一彦

村山学園　統括校長　井内 潔

第二小学校　校長　井口 洋

特色ある学校づくり特色ある学校づくり
市立学校では、施設一体型、施 設隣接型、施設分離型による

今年度各校が行った特色ある学校 づくりの取組を紹介します。
各校区がそれぞれの特長を生かし、強い連携と豊か な高め合いのもと、教育活動が展開されています。

いわゆる小中一貫教育の3つの型を展開し ている全国でも稀有な特長をもっています。

開校１１０周年を迎え、バルーンリリース、運動会、
地区祭り、音楽会、式典ではキャラクター“がっちゃ
ん”と一緒に行事を盛り上げています。まちづくり学
習では、地域のごみ拾い、より安全で楽しい公園づく

り、村山デエダラまつりでのヤ
ギの広報（ヤギ T シャツ販売）、
防災に強い武蔵村山など、児童
が主体的に課題を見付け、市役
所や地域の方のお力を借りなが
ら進めています。武蔵村山も一
小も好きな児童です。

本校では教育課程特例校として、「徳育科」
を実施しています。これは、道徳科の時間数を
拡大し、礼法を加えた本校独自の教科です。

１０月１４日（土）には、徳育科地区公開講座を
行いました。武蔵村山
市教育委員会教育長 池
谷光二様を講師にお迎
えし、徳育科としての
心の学びを深めました。

総合的な学習の時間の中で、まちづくり学習
を進めています。地域の皆様のご協力のもと、
みかん農園見学、村山大島紬体験、水田学習等
に取り組み、地域に伝わる伝統・文化のよさを

児童自らが気付き、発信
していく学習を進めてい
ます。今年度は新たに村
山うどんの会の方にご協
力いただき、うどん作り
に挑戦しました。

市の特色ある学校づくり推進校に指定され、
地域の材を生かした生活科・総合的な学習の時
間に取り組んできました。１年生は、見付けた
虫などを飼い、観察を通して虫の様子に関心を

もちました。その中で、
生命の大切さに気付きま
した。４年生は、社会福
祉協議会の協力を得て高
齢者体験をしました。

昨年度に引き続き、「ゼロカーボンチャレン
ジ校」として、様々な取組をしています。

６年生は、国立環境研究所や、市の環境課ゼ
ロカーボン推進係に協力をしていただき、地球

の今と未来を学んでい
ます。今後、お笑いや
歌、プレゼンをして発
信する計画をしていま
す。

３年生から９年生までの児童・生徒が地区班に分かれて１０月１日に「地域清掃」を行いました。
班長が地区班の中心となり、下校しながら通学路のゴミを拾いま
した。

集めたゴミは学校に持ち帰り、美化委員と環境委員が中心と
なって分別をしました。今年度は、「１４.５キログラム」のゴミを
拾い、私たちの住むまちの美化に繋げました。

地域清掃は、地域の方や保護者の方にも参加していただいてい
ます。地域の方などと一緒に活動することで、よりよいまちづく
りに向けて子供たちの意識が高まることを期待しています。



教育むさしむらやま　第113号 令和7年1月 1日発行 ( 6 )

村山デエダラまつり

まちづくり学習
MU
SA
　M
UR
AMUSA　MURA

11
月
９
日
（
土
）・
10
日
（
日
）
に
、
２
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た

第
16
回
村
山
デ
エ
ダ
ラ
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
ス
テ
ー
ジ
や
出
店
ブ
ー
ス
で
各
校
の
児
童
・
生
徒
が
取
り

組
ん
で
い
る
”
ま
ち
づ
く
り
学
習
”
の
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

第九小学校の子供たちは、「武蔵村山市を
もっともっと盛り上げていきたい」という願
いをもち、村山デエダラまつりで活躍しまし
た。

３年生は、会場にご当地キャラクターやデ
エダラボッチを描いたオブジェと灯篭を飾り、
６年生は村山大島紬の飾りをつけた T シャツ
を着て、ファッションショーに出演しました。

雷塚小学校では、ゼロカーボンシ
ティチャレンジ校の取組として、５
年生はフードロスについて、環境委
員は巻き芯や使用済みノートの回収
活動について舞台発表しました。

また、環境フェスタのブースで
は、各学年の取り組みについてパネ
ルで発表しました。

第三中学校では、ゼロカーボン学習
についての取組「ゼロカーボンとは何
か」、「夏休みの七日間での実際に取り
組んだ成果」、「各学年での取組」を発
表しました。

第一小学校では、「大事に世話をしている
ヤギを紹介して武蔵村山市にもっと知っても
らおう。」と、杉の子学級の児童が中心と
なって、ヤギ T シャツを販売しました。

T シャツのデザイン、イラスト、お店の看
板、PR ビデオも児童が作りました。まつり
の会場では看板をもって営業にまわり、「い
らっしゃいませ！」とお客さんに声をかけ、
売り切れになるほど大盛況でした。販売の苦
労と喜びを体験しました。

第八小学校では、「ふれッ
チャクラブ」のバトンクラブ
がパフォーマンスを行いまし
た。バトンを使った技の紹介
やダンスパフォーマンスを披
露しました。

第十小学校・第五中学校・武蔵
村山高校は近接しており、日頃か
ら連携を密にしています。

３校の代表児童・生徒が一堂に
会し、まちづくりについて意見を
交わし合いました。

それぞれの目線から提案される
まちづくりのアイデアはどれもす
ばらしく、夢や希望が広がる素敵
なサミットとなりました。

第三小学校では、ダンスクラブが「マイボトルダン
ス」を披露しました。

また、環境フェスタのテントでは、東京チェーン
ソーズと協力をして、端材を利用したぶんぶんゴマを
作成するワークショップを開催しました。用意してい
た１００個のコマは、あっという間に完売しました。

栄
ふ
る
さ
と
太
鼓

栄
ふ
る
さ
と
太
鼓

心
地
よ
い
響
き
を

心
地
よ
い
響
き
を

ス
テ
ー
ジ
か
ら

ス
テ
ー
ジ
か
ら

轟
か
せ
ま
し
た

轟
か
せ
ま
し
た
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巳
（
へ
び
）
年
に
お
す
す
め
！�

�

巳
・
蛇
・
へ
び
・
ヘ
ビ
の
本

『
へ
び
な
が
す
ぎ
る
』（
ふ
く
な
が
じ
ゅ
ん

ぺ
い 

作　
こ
ぐ
ま
社
）

動
物
た
ち
が
長
い
へ
び
を
そ
れ
と
は
気

付
か
ず
楽
し
く
遊
ん
で
い
ま
す
。
ね
ず
み

は
滑
り
台
、
う
さ
ぎ
は
縄
跳
び
、
ゴ
リ
ラ

は
さ
ら
に
・
・
・
。
や
が
て
動
物
た
ち
は

思
い
ま
す
。
こ
の
縄
は
何
だ
ろ
う
と
。
結

末
で
、
さ
ら
に
び
っ
く
り
で
き
る
楽
し
い

絵
本
で
す
。

『
へ
び
の
し
っ
ぽ
』（
二
宮
由
紀
子 

作　

荒
井
良
二 

絵　
草
土
文
化
）

へ
び
の
し
っ
ぽ
は
、
友
達
を
つ
く
ろ
う

と
、
い
ろ
い
ろ
な
生
き
物
に
話
し
か
け
ま

す
。
で
も
、
へ
び
の
頭
が
勝
手
に
進
む
の

で
、
な
か
な
か
友
達
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ

こ
で
、
へ
び
の
し
っ
ぽ
は
考
え
ま
す
。

『
へ
び
の
ク
リ
ク
タ
ー
』（
ト
ミ
ー
・
ウ
ン

ゲ
ラ
ー 

作　
中
野
完
二 

訳　
文
化
出
版

局
）ボ

ド
さ
ん
は
、
息
子
か
ら
贈
ら
れ
た
ヘ

ビ
を
ク
リ
ク
タ
ー
と
名
付
け
て
、
大
切
に

育
て
ま
す
。
や
が
て
大
き
く
強
く
な
っ
た

ク
リ
ク
タ
ー
は
、
子
ど
も
た
ち
に
も
大
人

気
。
ク
リ
ク
タ
ー
が
大
活
躍
す
る
楽
し
い

絵
本
。

主な図書の紹介

■ＬＬブック
スウェーデンで生まれた読みやすい本です。短い文章と、
写真や絵、ピクトグラムで構成されています。
ＬＬブックの "LL" は、スウェーデン語の "LättLäst（やさ
しく読める）" の略語です。

■点字の本
触って読む文字（点字）で書かれ
た本です。中には、図形や絵に凹
凸が付いており、指先で触れて形
などを確かめることができるよう
な本もあります。

■大活字本
大きな文字が印刷された本です。

■布絵本
布でつくられた絵本です。
貼ってはがせるマジックテープな
ど、手で触って楽しめる仕掛けが
ついたものもあります。

雷塚図書館では、９月にヤングアダルト（Ｙ・Ａ）の本
（※大人になりつつある世代を対象にした本）、１０月にバリ
アフリーの本を集めて、企画展示を行いました。

各図書館で様々な企画展示を行っていますのでお立ち寄
りください。

「りんごの棚」とは、障がいの有無に関わらず、す
べての子どもに読書の喜びを届けるため、
バリアフリーに配慮した様々な資料を集めたコー
ナーです。
１９９３年にスウェーデンの図書館で始まり、世界各
地に広がっています。
名前の由来は、特別な配慮を必要とする子どもの
ために作られたおもちゃからきています。
こちらで紹介している資料は、どなたでもご利用
できますので、手に取ってご覧ください。

『
こ
ね
こ
の
ポ
ッ
ク
と
へ
び
の
パ
ク
』（
谷

真
介 

作　
赤
坂
三
好 

絵　
偕
成
社
）

こ
ね
こ
の
ポ
ッ
ク
は
、
な
ん
で
も
博
士

に
、
へ
び
の
お
人
形
を
作
っ
て
も
ら
い
、

ニ
ョ
ロ
と
名
付
け
ま
し
た
。
博
士
は
、

ニ
ョ
ロ
を
話
が
で
き
る
よ
う
に
直
し
ま
し

た
が
、
た
い
へ
ん
な
こ
と
に
！

『
ヘ
ビ
と
ト
カ
ゲ
　
き
ょ
う
か
ら
と
も
だ
ち
』

（
ジ
ョ
イ
・
カ
ウ
リ
ー 

作　
ガ
ヴ
ィ
ン
・

ビ
シ
ョ
ッ
プ 

絵　
も
り
う
ち
す
み
こ 

訳　

ア
リ
ス
館
）

あ
る
冬
の
日
に
出
会
っ
た
ヘ
ビ
と
ト
カ

ゲ
で
す
が
、
さ
さ
い
な
こ
と
で
ケ
ン
カ
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
そ
れ

が
き
っ
か
け
で
、
二
匹
は
“
と
も
だ
ち
”

に
な
り
ま
し
た
。
気
が
合
う
よ
う
な
合
わ

な
い
よ
う
な
、
二
匹
の
や
り
と
り
が
楽
し

い
短
編
集
で
す
。

『
ヘ
ビ
の
レ
ス
ト
ラ
ン
』（
深
見
春
夫 

作　

Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
）

へ
ビ
の
レ
ス
ト
ラ
ン
は
、
お
客
が
料
理

を
作
る
か
わ
っ
た
お
店
。
あ
る
日
、
ブ
タ

が
や
っ
て
く
る
と
、
か
ご
の
野
菜
に
お
ま

じ
な
い
を
か
け
て
と
言
わ
れ
…
。
歌
っ

て
、
踊
っ
て
、
笑
っ
て
作
る
、
不
思
議
な

お
店
の
お
か
し
な
料
理
。

雷塚図書館
☎０４２‐５６４‐１２８４

令和６年度全国公共図書館
協議会表彰を受賞

公共図書館の事業に尽力し、その功績顕著な者として、 
図書館職員の浅野裕美さんが受賞しました。

≪おめでとうございます≫

りんごの棚
たな

が
できました
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生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を�

�

開
催
し
ま
し
た

12
月
１
日
（
日
）
に
、
市
役
所
駐
車

場
・
市
民
会
館
に
て
第
27
回
生
涯
学
習

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
ま
し
た
。

生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
市
民

の
皆
さ
ん
が
身
に
付
け
て
い
る
技
術
を
提

供
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
子
供
か
ら
大

人
ま
で
が
体
験
・
学
習
し
な
が
ら
交
流
を

図
る
催
し
で
す
。

当
日
は
、
舞
台
出
演
や
、
体
験
コ
ー

ナ
ー
な
ど
に
、
大
勢
の
方
に
ご
来
場
い
た

だ
き
、
楽
し
く
充
実
し
た
イ
ベ
ン
ト
と
な

り
ま
し
た
。

技
術
提
供
を
し
て
い
た
だ
い
た
地
域
の

皆
様
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
運
営
を
お
手

伝
い
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
皆
様
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

令和７年「２０歳を祝う会」　 HP 1005869

式典（代表者の誓いの言葉など）とアトラクションの
２部構成で行います。一生に一度しか参加できないイ
ベントに、ぜひご参加ください。
▶日時：１月１３日（月・祝）

午前１１時～午後０時３０分
（受付午前１０時３０分～）

▶場所：さくらホール（市民会館）大ホール
▶対象：平成１６年４月２日から

平成１７年４月１日に生まれた
市内在住のかた等

※対象者のかたには、１２月上旬にご案内のはがきをお
送りしております。

企画展「武蔵村山の戦跡」 12月７日（土）～令和７年３月３０日（日）
９：００～
１７：００

令和７年（２０２５）で戦後８０周年を迎えます。北多摩は軍都（軍事都市）立川市を中心
に陸軍航空戦力の研究・開発製造の一大拠点となり、武蔵村山市域にも戦争時に造られ
た施設等があります。

これらの戦跡（戦争遺跡）は、当時を視覚的に知ることができる貴重な文化財です。
本展では、市域に残る戦跡と戦時中の様子を紹介します。武蔵村山市の地域史という

身近な歴史から戦争について学んでみませんか。

資料館
本館

歴史講座　令和７年２月１５日（土）定員５０名（先着順）

「残された史料から見る武蔵村山の戦跡」 １４：００～
１６：００

講師 多田仁一 氏
（武蔵村山市文化財保護審議会委員）

武蔵村山市には市史編さん事業等で収集された多くの史料があります。戦後80周年を
迎えるにあたり、改めて市内に残された戦時中・戦後の史料や記録をもとに、本講座で
はアジア・太平洋戦争終結に至る歴史のなかで、当時の出来事や人々の生活をひもとき
ながら、武蔵村山市の戦後のあゆみについて紹介します。

中部地区
会館
401

大集会室

資料館からのお知らせ

≪問合せ≫歴史民俗資料館　０４２-５６０-６６２０
※毎月第１月曜日、第３水曜日及び年末年始（１２月２８日から１月３日まで）は休館日です。

生涯学習フェスティバル　開会式の様子

ペーパークラフトのかごを手作りしました
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ス
ポ
ー
ツ
都
市
宣
言
記
念
事
業�

「
い
き
い
き
わ
く
わ
く
ス
ポ
ー
ツ
教
室
」�

�

開
催
！

第
41
回
少
年
少
女�

�

サ
ッ
カ
ー
大
会
を
開
催
し
ま
し
た

第
51
回
市
民
駅
伝
競
走
大
会�

�

～
全
88
チ
ー
ム
が
力
走
～

10
月
13
日
（
日
）
に
総
合
体
育
館
第
一

体
育
室
で
「
武
蔵
村
山
市
ス
ポ
ー
ツ
都
市

宣
言
」
の
10
周
年
を
記
念
し
、
新
し
い
ス

ポ
ー
ツ
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
る
Ａ
Ｒ
ス
ポ
ー
ツ

「
Ｈ
Ａ
Ｄ
Ｏ
」
の
体
験
会
を
開
催
し
ま
し

た
。子

供
か
ら
大
人
ま
で
幅
広
い
世
代
の
方

が
参
加
し
、
３
対
３
の
対
戦
形
式
で
熱
戦

を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

区　分 男子の部

優　 勝 七小　アボーズ

準 優 勝 三小　ぼくたち一年生！

第 三 位
一小　パイナポー

雷塚　フェニックス光

区　分 女子の部

優　 勝 十小　グロリアス

準 優 勝 雷塚　ブロジェリー

第 三 位 三小　丘の上女子

第 四 位 十小　ブライトムーン

部門 チーム名 タイム

一 般 の 部 村山ジョニーズ 52分17秒

地 域 の 部 谷津ランナーズＡ 56分55秒

女 子 の 部 感染研女子Ａ 1時間11分08秒

中学生男子の部 五中陸上部 53分40秒

中学生女子の部 五中陸上部Ａ 1時間04分47秒

小学生男子の部 一小ダイナマイト 1時間03分13秒

小学生女子の部 ミニバス翼 1時間05分53秒

11
月
16
日
（
土
）
に
総
合
運
動
公
園
第

１
・
２
運
動
場
で
第
41
回
少
年
少
女
サ
ッ

カ
ー
大
会
が
開
催
さ
れ
、
市
内
の
各
小
学

校
か
ら
集
ま
っ
た
４
年
生
か
ら
６
年
生
ま

で
の
男
女
19
チ
ー
ム
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ

ま
し
た
。

試
合
は
、
男
子
の
部
15
チ
ー
ム
・
予
選

リ
ー
グ
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
、
女
子

の
部
４
チ
ー
ム
・
リ
ー
グ
戦
に
よ
り
行
わ

れ
、
男
子
の
部
は
「
七
小　
ア
ボ
ー
ズ
」、

女
子
の
部
は
「
十
小　
グ
ロ
リ
ア
ス
」
が

優
勝
し
ま
し
た
。

各
部
門
の
入
賞
チ
ー
ム
は
表
の
と
お
り

で
す
。

12
月
８
日
（
日
）
に
市
民
駅
伝
競
走
大

会
が
、
総
合
体
育
館
前
を
ス
タ
ー
ト
・

ゴ
ー
ル
と
す
る
14
・
75
㎞
、
6
区
間
の

コ
ー
ス
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

第
51
回
目
の
開
催
と
な
る
今
大
会
も
姉

妹
都
市
で
あ
る
長
野
県
栄
村
か
ら
の
２

チ
ー
ム
を
含
む
特
別
参
加
が
８
チ
ー
ム
、

一
般
の
部
42
チ
ー
ム
、
地
域
の
部
10
チ
ー

ム
、
女
子
の
部
５
チ
ー
ム
、
中
学
生
男
子

の
部
６
チ
ー
ム
、
中
学
生
女
子
の
部
５

チ
ー
ム
、
小
学
生
男
子
の
部
９
チ
ー
ム
、

【各部門優勝チーム】 小
学
生
女
子
の
部
３
チ
ー
ム
が
参
加
し
、

大
勢
の
ラ
ン
ナ
ー
が
俊
足
を
披
露
し
、
襷

を
繋
ぎ
ま
し
た
。

今
回
も
、
昨
年
に
引
き
続
き
青
梅
街
道

を
走
る
コ
ー
ス
で
の
開
催
と
な
り
、
沿
道

か
ら
た
く
さ
ん
の
声
援
を
受
け
た
ラ
ン

ナ
ー
達
は
元
気
な
走
り
を
見
せ
、
盛
況
の

う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

各
部
門
の
優
勝
チ
ー
ム
及
び
タ
イ
ム
は

表
の
と
お
り
で
す
。

�

（
市
H
P

‥

1
0
1
0
0
0
8
）
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教育長・教育委員の動き（10月～12月）

１０月　４日（金）	 中学生・市長・教育長まちづくり意見交換会
１０月　８日（火）	 東京都市町村教育委員会連合会第１回研修会
１０月　９日（水）	 東京都市教育長会
１０月１３日（日）	 令和６年度武蔵村山市スポーツ都市宣言記

念事業　いきいきわくわくスポーツ教室　
開会式・閉会式

１０月１６日（水）	 小中一貫教育の日
１０月１８日（金）	 第１０回教育委員会定例会
１０月２０日（日）	 第１９回地区ふれあいスポレク大会
１０月２４日（木）	 教育委員定例学校訪問
１０月３１日（木）	 東京都市町村教育委員会連合会
	 第３ブロック研修会
１１月　２日（土）	 第５５回市民文化祭 開会式
１１月　３日（日）	 自治功労者・一般表彰者表彰式
１１月　９日（土）	 第１６回村山デエダラまつり開会式
１１月１５日（金）	 第１１回教育委員会定例会

１１月１６日（土）	 令和６年度少年少女スポーツ大会第４１回
少年少女サッカー大会　開会式・閉会式

１１月２２日（金）	 特色ある学校づくり推進校発表会
１１月２９日（金）	 第一小学校開校１１０周年記念式典
１２月　１日（日）	 第２７回武蔵村山市生涯学習フェスティバ

ル　開会式
１２月　８日（日）	 第５１回武蔵村山市民駅伝競走大会
１２月２０日（金）	 第１２回教育委員会定例会
１２月２７日（金）	 令和６年仕事納め式

事 業 名 開 催 日 場 所 対 象 者 等 問合せ先

令和７年「20歳を祝う会」 １/１３（月・祝） さ く ら ホ ー ル
（ 市 民 会 館 ）

平成１６年４月２日～
平成１７年４月１日生まれの市民等 文化振興課

第１３回小中学生百人一首大会 １/１９（日） 総 合 体 育 館
第２・第３体育室 小・中学生 文化振興課

第２２回少年少女ドッジボール大会 ２/１（土） 総 合 体 育 館 市内小学生（３年生以上） ス ポ ー ツ�
振 興 課

令和７年1月～3月　主な教育委員会関係事業予定

「教育むさしむらやま」へのご意見・ご感想をお寄せください。

Before returning to work after a long summer vacation, some ALTs en-
joyed the Noryo Fireworks Festival at Noyama Kita Park Sports Field on 
August ２４th.
Despite being small, it still was a fun and busy festival. There were 
performances on the stage all day long, allowing us to enjoy everything 
from hip-hop dance to even kickboxing and karate shows.
Usually, we only see live music at festivals, so it was so interesting to 

see dancing and parts of Japanese culture instead! Surrounding the venue were various stalls of 
food and games. Instead of the usual festival foods from Washington or California like corndogs 
and deep-fried food, there was yakisoba and grilled meat skewers. The saucy yakisoba was so 
delicious and gave us so much energy to enjoy the festival. 
During the fireworks, we were in awe of the beautiful colors lightning up the night sky. We have 
fireworks at the end of festivals back home too, but here, the community of Musashi-Murayama 
made it feel so special. Everyone was so cheerful and kind to us, and many of our students even 
came up to talk. Even though the night ended in rain, this festival was still the perfect way to fin-
ish out summer vacation.

長い夏休みから勤務に戻る前に、私たち ALT は８月２４日に開催された野山北公
園の観光納涼花火大会を楽しみました。

小さいながらもとても楽しくにぎやかなお祭りでした。ステージではヒップホップ
ダンス、キックボクシングや空手に至るまで、絶え間ないパフォーマンスで楽しま
せてくれていました。普段、お祭りというと音楽のライブのみなので、日本の文化や
ダンスを見られることはとても興味深いものでした。会場の周りは、食べ物やゲー
ムの屋台で囲まれていました。ワシントン州やカリフォルニア州のアメリカンドッグ
や揚げ物など、よくあるお祭りの食べ物の代わりに、焼きそばや焼き鳥といったも
のがありました。ソースたっぷりの焼きそばはとてもおいしく、さらにお祭りを楽しむエネルギーとなりました。

花火の上がっている間、私たちは夜空を飾るその色の美しさに畏敬の念を抱いていました。私の故郷でもお祭りの
終わりに花火が上がることがありますが、ここでは武蔵村山の地元の方々のおかげで特別に感じました。皆さん、明
るく優しく接してくださり、たくさんの生徒たちが声をかけてくれました。その夜は雨に降られて終わりましたが、
夏休みの最後を飾るのに最高のお祭りとなりました。
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教育委員会提出議案（9月～11月）
提出議案５件（うち可決された議案５件）

主な可決議案
・武蔵村山市立学校の令和７年度入学式及び卒業証書授与式の日

程について

詳しくは、市ホームページ HP 1000824 をご覧ください。


